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『マンスフィールドパーク』（MansfieldPark,1814）は，ジェインオースティン（JaneAusten,
17751817）が『高慢と偏見』（PrideandPrejudice,1813）に次いで著した作品である。摂政時代（1811－
20）の腐敗した社会を批判するために書かれたと言われる本作は，オースティン作品の持ち味である
軽やかな明るさに欠けた明らかに異色の作品と言えるだろう。作品に対する評価も分かれ，宗教およ
び道徳色の強い作品であるという指摘1がある一方で，この小説が一番好きだという意見2もある。
この小説のヒロイン，ファニープライス（FannyPrice）は，エリザベスベネット（Elizabeth
Bennet，『高慢と偏見』のヒロイン）とは対照的に，内気でまじめな女性である。ファニーの恋敵とな
るメアリークロフォード（MaryCrawford）が「ほとんど口をきかないので，彼女のことはわから
ない」（56）3と語るように，ファニーは読者に物静かな印象を与えるヒロインなのである。
ファニーの母親プライス夫人（Mrs.Price）は三姉妹の末っ子であるが，夫選びに失敗し，経済的
に苦しい生活を強いられる。一方，プライス夫人の次姉バートラム夫人（LadyBertram）は准男爵サ
ートマスバートラム（SirThomasBertram）と結婚し玉の輿に乗り，大邸宅マンスフィールド
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Abstract
Differentfrom otherAusten・sheroines,FannyPriceinMansfieldParkseemstobequiet,
innocentandratherhypocrite.ThoughevenseriousSirThomasBertram isbadlypunished
socialy,onlyFannybecomeshappyintheend.Thispaperseeksthereasonwhynoonebut
shecapturesthehappinessinthisnovel.Sheknowsthewonderfulnessofmemorysothatshe
canunderstandotherpeople.Namelyshejudgestheirhumannaturebyhermemory;what
theydidandwhattheythoughtinsomesituations.Eachofthem hasadifferentmemory
from thesameevent,from whichFannyseeseachoftheircharacters.HenryCrawford,who
isasophisticatedraconteurandyetdegeneratedwealthyman,hasagoodmemoryofvisiting
SothertonCourtbecauseheenjoyedflirtingwithMariaBertram there.Ontheotherhand,
Fannytakesthatmemoryasinadmissibleone.Shecannottrusthim becauseofhisattitude.
Intheend,HenryCrawfordelopeswithMrs.Rushworth.Thatistosay,asFannyfeels,
everyone・smemoryrevealstheirrealnaturesjustlikethemagicmirrorofSnow White.
Fannyhasthemagicmirrorwithinherwhichtelsherandeveryonearoundherthemoral
judgments.
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パーク（MansfieldPark）で裕福な生活を送っている。妹の惨状を見かねたバートラム夫妻は10歳に
なるファニーを引き取ることにするのだった。謹厳実直を旨とするサートマスは，その態度，容姿
から，ファニーに敬遠されがちであるが，実は優しいまなざしで彼女の成長を見守っている。だが，
准男爵の体面を守るため，金銭で物事を判断するような所謂俗物的な側面がある。オースティンは，
このサートマスの体裁主義の結果として引き起こされたバートラム家の不祥事についても筆を緩め
ない。結局，物静かなファニーだけが長年密かに慕い続けていたバートラム家の二男エドマンドバ
ートラム（EdmundBertram）との結婚という幸せをつかむ。それは，10歳で引き取られ18歳になる
までに，周囲のだれもが認める判断力を身に着けた証拠である。本稿では，ファニーの判断が，いわ
ば「魔法の鏡」4のように真実を映し出すことを証明し，作品の中で彼女の果たした役割を解明する。
1.ヒロイン，ファニー
19世紀のイギリスでは，結婚できない女性が大勢出現した。女性にとって「結婚生活こそ女性の
職業」とされ，結婚できない女性は「事業に失敗した」と見なされた。5ファニーの母は，教育も財
産もない海軍中尉プライス氏（Mr.Price）と結婚したために，子だくさんで貧乏な生活を強いられる。
その結果，ふたりの姉のうち，サートマスに嫁いだ次姉バートラム夫人と，牧師の妻となった長姉
ノリス夫人（Mrs.Norris）とは絶縁関係となる。しかし，プライス夫人が9人目の子どもを妊娠し
た時，姉妹は和解し，ファニーはマンスフィールドパークに引き取られていく。結婚という「女性
の職業」にも，成功不成功があるのは当然であるが，同じ環境で育った姉妹であっても結婚により
その後の生活が大きく異なってしまう。それだけに，結婚は女性にとって大切な事業だったのである。
10歳のファニーがマンスフィールドパークに引き取られたときの様子は以下のように描写され
ている。
FannyPricewasatthistimejusttenyearsold,andthoughtheremightnotbemuchinher
firstappearancetocaptivate,therewas,atleast,nothingtodisgustherrelations.Shewassmal
ofherage,withnoglowofcomplexion,noranyotherstrikingbeauty;exceedinglytimidandshy,
andshrinkingfrom notice;butherair,thoughawkward,wasnotvulgar,hervoicewassweet,
andwhenshespoke,hercountenancewaspretty.（13）
生来，内気で恥ずかしがり屋で美しくはないが悪い印象は与えないファニーは，生家とは全く異なる
立派な屋敷で知り合いもなく，必要以上に無口になったに違いない。バートラム家には，長兄トム
（Tom Bertram），次兄エドマンド，長女マライア（MariaBertram），二女ジュリア（JuliaBertram）
の4人の子どもがいた。バートラム家に出入りし，甥や姪の教育を任されているノリス夫人からファ
ニーは，いとこであるバートラム家の令嬢のマライアとジュリアとは身分が違うことをわきまえるよ
うにと，機会あるごとに厳しく注意される。ファニーはそれまで教育をほとんど受けていなかった。
ふたりの令嬢たちは自分たちが学んでいるフランス語をファニーが知らないとわかると，ファニーを
・sooddandsostupid・（21）として頭が悪いと判断し，軽んじる。ノリス夫人は姉妹をいさめる
ことなく相をうって，・thoughyouknow（owingtome）yourpapaandmammaaresogood
astobringherupwithyou,itisnotatalnecessarythatshe［Fanny］shouldbeas
accomplishedasyouare;onthecontrary,itismuchmoredesirablethatthereshouldbe
―45―
adifference.・（21）とファニーの家が貧乏なこと，バートラム夫妻のお蔭でマンスフィールドパ
ークに引き取られたこと，それゆえファニーをバートラム家の令嬢と同等に教育する必要がないこと
をわざわざ姉妹に教え込むのだった。
マンスフィールドパークでのファニーに対する評価は低い。
Hereldercousinsmortifiedherbyreflectionsonhersize,andabashedherbynoticingher
shyness;MissLee［theirgoverness］wonderedatherignorance,andthemaid-servantssneeredat
herclothes;（16）
元来，ファニーよりも下の身分であるはずのガヴァネスやメイドたちまでもが彼女をさげすむ。内気
なファニーがますます内気になり，どこにも居場所を得られず悩むのは自然の成り行きと言えよう。
その結果ファニーは，自分の立場を常に考え，周囲の人々のそっけない対応に対して何の恨みも抱か
ず，ありのままを受け止められる寛大さをもち，常に自分を戒めることのできる女性へと成長する。
このようにファニーは謙虚さを身に着け，反対にマライアとジュリアは，寛大さにも謙虚さにも欠け
た女性へと成長していく。
......itisnotverywonderfulthatwithaltheirpromisingtalentsandearlyinformation,they
［MariaandJulia］shouldbeentirelydeficientinthelesscommonacquirementsofself-knowledge,
generosity,andhumility.（212）
ノリス夫人は，マライアとジュリア（特にマライア）をかわいがり さらに，褒め殺しのように何
をしても褒め ファニーとはっきり差別することで，ふたりに「自分たちには全く欠点がない」と
思い込ませてしまうのだった。一方，父親のサートマスは常に厳格で道徳的な人物だった。娘たち
はそんな父親を避けながらも，父の前では良い娘を演じる。両極端なふたりの大人の影響で，マライ
アとジュリアは父の前では「良い娘」，それ以外の場ではやりたい放題，という二重人格的な性格を
形成することになる。
マライアとジュリアはノリス夫人の言動から，ファニーはいてもいなくてもよい存在と考える。し
いて言えば，自分たちの美しさ，賢さの引き立て役程度にしか考えない。トムは自分の生活を楽しむ
ことに重きを置き，ファニーには無関心である。一方，バートラム夫人は，・Icannotdowithout
her［Fanny］・とことあるごとに繰り返すが，ファニーを重んじるというよりは自分のこと以外に
関心はなく，ただそばにいてくれればよいと感じている。娘たちの教育もノリス夫人に任せて放任し
ているのである。唯一，二男のエドマンドだけがファニーのためを思って「ファニーの長所を本人に
わからせ，彼女の長所が表に出るのを妨げている内気さを克服させようと努め，助言と，慰めと，励
ましを惜しまず与え続け」（24）るのだった。
サートマスは，たとえファニーが結婚しなくても一生面倒を見るつもりで引き取ろうと決心し，
ファニーの家族にもできる限りの援助を惜しまないほど，思いやりのある人物であった。しかし，態
度が厳格すぎるため，ファニーには真意が伝わらない。だれもがファニーに冷たく接するなかで，エ
ドマンドの心配りはファニーに特別な意味を与えた。ファニーがエドマンドに特別な感情を抱くのは，
当然の成り行きである。
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2.エドマンドとメアリークロフォード
二男であるエドマンドは，家督を継ぐことも，准男爵を継承することもなく，将来は牧師になると
決めていた。彼は品行方正で，読者からすれば面白みがないほどにまじめな人物で，父，サートマ
スからの信頼も厚く，父の不在時には，一家を取り仕切る道徳的な人物である。マンスフィールド
パークで孤立するファニーへの心遣いを常に忘れない，彼女の心の拠り所でもある。このまじめなエ
ドマンドが，都会育ちのメアリークロフォードに会って変わってしまう。
メアリークロフォードは「生き生きとした黒い瞳と，透き通るような小麦色の肌と，全体的な美
しさ」を備えた「とても魅力的なすてきな女性」（asweetprettygirl）（51）で，金髪で長身のバート
ラム姉妹とは異なるタイプの美人である。両親の死後，父方の叔父で道徳的に堕落したクロフォード
提督（AdmiralCrawford）に引き取られた。持参金が2万ポンドあり，お金で解決できないものはな
いという俗物的な考えをする女性である。結婚に関してもかなりドライな受け止め方をしている。
「結婚生活こそ女性の職業」であり，結婚生活に適合するために「女性の訓練 従属という訓練」
6
が必要であると考えられていた19世紀に，彼女は独自の見解を示す。
......thereisnotoneinahundredofeithersex,whoisnottakeninwhentheymarry.Look
whereIwil,Iseethatitisso;andIfeelthatitmustbeso,whenIconsiderthatitis,ofal
transactions,theoneinwhichpeopleexpectmostfrom others,andareleasthonestthemselves.
（53）
メアリーは結婚とはだまし合いであり，・everybodyshouldmarryassoonastheycandoitto
advantage・（50），つまり自分に有利な結婚をすべきだと考えるのである。
道徳を絵に描いたようなエドマンドは，不思議なことに彼女の ・smilesandliveliness・（67）に
魅せられ好意を抱いてしまう。メアリーについて，エドマンドはファニーに ・Itishercountenance
thatissoattractive.Shehasawonderfulplayoffeature!Butwastherenothinginher
conversationthatstruckyouFanny,asnotquiteright?・（74）と尋ねる場面がある。メアリ
ーはファニーを「ほとんど口をきかない」（56）と言う。自分の意見を言わないのは，当時の「理想
の女性」の条件の一つである7が，ファニーは信頼を寄せるエドマンドには，自分の意見をはっきり
述べる。
Oh!Yes,sheoughtnottohavespokenofheruncleasshedid.Iwasquiteastonished.An
unclewithwhom shehasbeenlivingsomanyyears,andwho,whateverhisfaultsmaybe,isso
veryfondofherbrother,treatinghim,theysay,quitelikeason.Icouldnothavebelievedit!
（74）
彼女はメアリーに対する非難に，さらに「とても恩知らずだ」（veryungrateful）（74）と付け加える。
叔父の家に引き取られている点では自分とよく似た境遇にいるメアリーの言動をファニーは許せなか
った。だが，すでにメアリーに魅了されたエドマンドは満足気に次のように述べ，ファニーを当惑さ
せる。
―47―
Therightofalivelymind,Fanny,seizingwhatevermaycontributetoitsownamusementor
thatofothers;perfectlyalowable,whenuntincturedbyilhumourorroughness;andthereisnot
ashadow ofeitherinthecountenanceormannerofMissCrawford,nothingsharp,orloud,or
coarse.Sheisperfectlyfeminine,exceptintheinstanceswehavebeenspeakingof.Thereshe
cannotbejustified.Iam gladyousawitalasIdid.（756）
辞書によれば ・mind-set・とは，・afixedstateofmind・8とあるが，まさにエドマンドにはマイ
ンドセットがかかってしまったのである。ファニーがかなり強いことばで非難しても，彼にはなんの
効果もない。一度，心が読みとったメアリー像はエドマンドにとっての真実となり，だれのことばも
彼のこころに響かない。エドマンドにとって，メアリーは優しくかわいらしい女性以外には考えられ
ないのである。
ある時，サートマスが西インドに行っている間の留守をよいことに，マンスフィールドパーク
では素人芝居を行う計画が持ち上がった。『恋人たちの誓い』9という上演予定の芝居は，道徳的では
ない。しかも，その時マライアが婚約中であることを考えれば，彼女が出演するのは甚だ不道徳であ
る。エドマンドは当然，計画自体に反対する。ファニーも同様の考え方であった。しかし，メアリー
が出演すると知るや，エドマンドは自分も出演を決意してしまう。エドマンドのこのこころ変わりを
トムとマライアは彼が「いままで必死に保っていた道徳的高みから下りてきた」（185）と喜ぶのだが，
ファニーはエドマンドの180度の方向転換をどうしても納得できない。
Hehadtoldher［Fanny］themostextraordinary,themostinconceivable,themostunwelcome
news;andshecouldthinkofnothingelse.Tobeacting!Afteralhisobjectionsobjectionssojust
andsopublic!Afteralthatshehadheardhim say,andseenhim look,andknownhim tobe
feeling.Coulditbepossible?Edmundsoinconsistent.Washenotdeceivinghimself?Washenot
wrong?Alas!itwasalMissCrawford・sdoing.（1834）
周囲からは物静かと見なされるファニーには，激しい感情があることがわかる瞬間である。
一方，常にファニーを導き支えてきたエドマンドは，ファニーが自分の行動をおかしいと感じてい
ることはわかっていた。彼自身，自分のこころ変わりは理不尽であると感じているからだ。そこで自
分の行為を正当化するために，エドマンドにはファニーの同意が是非とも必要になる。・Giveme
yourapprobation,then,Fanny.Iamnotcomfortablewithoutit・（182），続けて ・Ifyouare
againstme,Ioughttodistrustmyself・（182）とファニーから無理にでも同意を求めようとする
のだった。マンスフィールドパークに引き取られた当初のファニーは，だれからも必要とされない
存在であった。しかし，今や彼女は，家族から一目置かれるエドマンドからさえも同意を求められる
ほどの信望を確立している。無理矢理得たファニーの賛同と「ミスクロフォードのため」という大
義名分のため，エドマンドは芝居に出演すると決意を固める。
ファニーもその後，皆から芝居への参加を求められる。愛するエドマンドも参加する芝居に自分も
出るべきか悩んだ末彼女が出した結論は，参加しない，というものだった。エドマンドとメアリーの
親しい様子を見ると嫉妬と動揺は隠せないが，・Shecouldnotfeelthatshehaddonewrong
herself・（186）と自分の判断に自信を持つ。エドマンドが頼りにならない今，ファニーはサートマ
―48―
スがいたら下したであろう判断に従って，道徳的ではない芝居への参加を拒否したのである。結局芝
居上演は，サートマスが予定より早く突然帰国したため中止となる。エドマンドは父に次のように
述べる。
Wehavealbeenmoreorlesstoblame,......everyoneofus,exceptingFanny.Fannyistheonly
onewhohasjudgedrightlythroughout,whohasbeenconsistent.Herfeelingshavebeensteadily
againstitfrom firsttolast.Sheneverceasedtothinkofwhatwasduetoyou.Youwilfind
Fannyeverythingyoucouldwish.（219）
ファニーは自身の言動により，家長にさえも認められる存在となったのである。
一方，メアリーへのエドマンドの気持ちは益々強くなっていく。ところが，メアリーが愛するのは
牧師志望のエドマンドではなく，金持ちのエドマンドなのだ。牧師の道を選択した彼に，メアリーは
・Behonestandpoor,byalmeansbutIshalnotenvyyou;IdonotmuchthinkIshal
evenrespectyou.Ihaveamuchgreaterrespectforthosethatarehonestandrich.・（249）
と述べるのだった。メアリーには，自分の思いをそのまま述べる率直さがある。ファニーがつらい立
場にあればそれを認め，ファニーのために弁明する。エドマンドはファニーの本質を短期間で見抜い
たメアリーの洞察力にも感心しきりである。反面メアリーは，兄ヘンリー（HenryCrawford）がファ
ニーの気持ちを弄ぼうとすると，一度は注意するものの，その後は兄の思い通りにさせる。つまりメ
アリーはエドマンドが愛するような優しいかわいらしい面と，普段きょうだいに見せる小悪魔的な要
素を併せ持つ女性であり，時々見せる後者のメアリー像にエドマンドは翻弄されながらもマインドセ
ットの呪縛から逃れることはできない。
メアリーは次第にエドマンドの性格を理解しこころを寄せるようになるが，やはり上昇志向が止ま
ることはない。その後，バートラム家の長男トムが危篤になると彼の容体を心配するのではなく，二
男であるエドマンドが家督を継ぎ，准男爵になる可能性を期待して上機嫌になる。そのようなメアリ
ーに対するファニーの嫌悪感は増すばかりである。そして，メアリーの本心を知らないエドマンドに
対しては強い無力さを感じる。結婚をだまし合いととらえるメアリーは自分の発言通り，悪い印象を
与える言動をエドマンドの前では極力控えるのだった。
3.ファニーと記憶力
ファニーはメアリーとの散歩中，次のように述べる。
Ifanyonefacultyofournaturemaybecaledmorewonderfulthantherest,Idothinkitis
memory.Thereseemssomethingmorespeakinglyincomprehensibleinthepowers,thefailures,the
inequalitiesofmemory,thaninanyotherofourinteligences.Thememoryissometimesso
retentive,soserviceable,soobedientatothers,sobewilderedandsoweakandatothersagain,
sotyrannic,sobeyondcontroul!Wearetobesureamiracleeverywaybutourpowersof
recolectingandofforgetting,doseem peculiarlypastfindingout.（243）
メアリーは人間の「記憶」に全く興味を示さないが，同じ体験をしても人により記憶していることと
記憶していないことがあるという記憶力のむらの多さをファニーは不思議に思う。「記憶」に関する
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記述は小説中，一か所にとどまるが，「記憶」は『マンスフィールドパーク』のキーワードと言え
よう。実際，ファニーに好意を抱くようになったヘンリークロフォードには，以前見たはずのファ
ニーのダンスの記憶がない。その時，彼はマライアとの恋の戯れを楽しみ，ファニーには全く無関心
だったからである。10サートマスの突然の帰国のため寸前で中止になった素人芝居を思い出し，ヘ
ンリーは「あんなに幸せな思いをしたのは生まれて初めてだ」（262）と言う。ファニーに言わせれば，
彼はただマライアの気を引き，弄んでいただけだった。彼の不道徳な行為を彼女は許せない。
Neverhappier!neverhappierthanwhendoingwhatyoumustknowwasnotjustifiable!never
happierthanwhenbehavingsodishonourablyandunfeelingly!Oh!whatacorruptedmind!（263,
underliningmine.）
・never・という否定語を短いせりふに3度も繰り返すファニーの口調から，ヘンリーに抱く強い非
難を読者は理解する。11しかし，ヘンリーはファニーの気持ちに全く気付かず ・Wewereunlucky,
MissPrice,...wecertainlywereveryunlucky...Notthatwewouldhaveendangeredhis［Sir
Thomas・］safetybyanytremendousweatherbutonlybyasteadycontrarywind,orac
alm.・（263）と続ける。ファニーは彼の予想に反する返答をするのだった。
AsfarasIam concerned,sir,Iwouldnothavedelayedhisreturn foraday.My uncle
disapproveditalsoentirelywhenhedidarrive,thatinmyopinion,everythinghadgonequite
farenough.（263）
元来，ファニーは物静かな女性である。だが，それでいて言うべきことははっきり主張する新しい面
を持った女性なのである。彼女自身，自分のものを言う大胆さに驚き，「体が震え，怒りで顔が真っ
赤に」なってしまうのだった。
同じ体験を通じて異なる記憶が残るのは，記憶が各人の主観に基づくものだからである。強い印象
を感じた出来事は記憶するが，関心のないものは記憶に残らない。記憶とは，主観的真実であり，そ
の人物そのものを語るいわば「魔法の鏡」と言えるだろう。ファニーの記憶によれば，ヘンリーク
ロフォードは女性を弄ぶ不道徳な人物ということになり，それは妹メアリーのことばで裏打ちされて
いる。
マライアの結婚後，ジュリアは姉と行動を共にし，家を出たため，マンスフィールドパークには
若い女性はファニーひとりになる。その結果，彼女への注目度は急上昇する。女性の気持ちを弄ぶの
が趣味のヘンリーは，ファニーを自分に恋させようと決心するのだった。それと時を同じくして，フ
ァニーが美しく変身していく点は，注目すべきであろう。サートマスは西インドから帰国後すぐに
ファニーが美しくなったことを認めていたが，このとき初めて多くの人びとに美しさを認められるよ
うになったのである。
ヘンリーは，マライアとジュリアとの火遊びに飽き足らず，ひとり残ったファニーに標的を定める。
彼は ・She［Fanny］wasthenmerelyaquiet,modest,notplainlookinggirl,butsheisnow
absolutelypretty.・（268）と語り，ファニーが美しくなったことを認める。その後，ファニーを観
察し続けるヘンリーは，ことあるごとに彼女の美しさを認めるが，ファニーに自分を恋い焦がれさせ
ようとしたヘンリーが反対に，ファニーに恋をしてしまう。
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Fannylookedsolovely!Iam quitedetermined,Mary.Mymindisentirelymadeup.Wilit
astonishyou?NoYoumustbeawarethatIamquitedeterminedtomarryFannyPrice.（3378）
彼はファニーの美しさだけでなく，豊かな感受性にも大きな魅力を感じる。さらに，彼女の美しさは，
サートマスも「はっきりと口に出して，ファニーの美しさを誉め」（316）るほどになり，ファニー
のために開催された舞踏会では参加者全員にその美しさを賞賛される。サートマスの満足気な姿に
は，彼女が美しくなったことだけでなく，彼女が社会的地位のあるヘンリーの求愛の対象になってい
ることが大きく影響している。ジェントリーの筆頭としての立場を重んじるサートマスにとって，
財産も身分もあるヘンリーからの求婚は願ってもないはなしである。当然，誰もがファニーは承諾す
るだろうと考える。
ヘンリーは機会あるごとにファニーに近づき，熱烈なアプローチを掛ける。しかしファニーは，彼
からのプロポーズを断り続けるのだった。しびれを切らしたサートマスは次のようにファニーを叱
責する。
AndIshouldhavebeenverymuchsurprisedhadeitherofmydaughters,onreceivingaproposal
ofmarriageatanytime,whichmightcarrywithitonlyhalftheeligibilityofthis,immediately
and peremptorily,and withoutpaying my opinion or my regard the complimentofany
consultation,putadecidednegativeonit.Ishouldhavebeenmuchsurprised,andmuchhurt,by
suchaproceeding.Ishouldhavethoughtitagrossviolationofdutyandrespect.Youarenotto
bejudgedbythesamerule,Youdonotowemethedutyofachild.But,Fanny,ifyourheart
canacquityouofingratitude（368）
家長であるサートマスに逆らうことは「親に対する義務と敬意を冒する振る舞い」（368）であり，
「恩知らずな行為」（368）と受け取られる時代である。ファニーは自分を引き取ってくれたバートラ
ム家に迷惑を掛けないように気を付け，常に家長の気持ちを重んじてきた。しかし今，彼女は，恐れ
をなすほど厳格で貫録のあるサートマスの強い非難にも屈しない強さを見せる。彼女に強さを与え
ているのは，密かにエドマンドを愛しているためなのだが，また一方で，サートマスなら ・how
wretched,andhow unpardonable,how hopelessandhow wickeditwas,tomarrywithout
affection・（374）という事実を理解してくれるに違いない，と信じるためでもあり，ここに至って，
彼女が自信と強さを備えた女性に成長したことがさらに明らかとなる。
ファニーの実家の様子を見ても，ヘンリーのファニーに対する気持ちは変わらない。彼はファニー
に感化され，立派な人間に変わりつつあるように見える。ファニーの気持ちもヘンリーに向かう兆し
を見せた矢先，彼はラッシュワース夫人となっていたマライアと出奔してしまう。この事件に関して，
エドマンドはメアリーと話し合い，ふたりの価値観の相違を痛感させられる。メアリーはヘンリーの
行為をエドマンドほど深刻に考えてはいないのである。
She［Mary］sawitonlyasfoly,andthatfolystampedonlybyexposure.......Oh!Fanny,itwas
thedetection,nottheoffencewhichshereprobated.Itwastheimprudencewhichhadbrought
thingstoextremity,andobligedherbrothertogiveupeverydearerplan,inordertoflywith
her.（526）
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エドマンドはこう言ってメアリーの判断を非難する。明るみに出なければ何をしてもよい，という摂
政時代の腐敗した生き方を肯定するような彼女の考え方は，エドマンドには到底受け入れがたいもの
だった。メアリーは自分がこのような窮地に到ったのはファニーのせいだと非難する。
Itisalher［Fanny・s］fault.Simplegirl!Ishalneverforgiveher.Hadsheacceptedhim asshe
ought,theymightnowhavebeenonthepointofmarriage,andHenrywouldhavebeentoohappy
andtoobusytowantanyotherobject.HewouldhavetakennopainstobeontermswithMrs.
Rushworthagain.Itwouldhavealendedinaregularstandingflirtation,inyearlymeetingsat
SothertonandEveringham.（527）
メアリーのことばでエドマンドは，自分と全く価値観が異なることを確信した。
......althistogethermostgrievouslyconvincedmethatIhadneverunderstoodherbefore,and
that,asfarasrelatedtomind,ithadbeenthecreatureofmyownimagination,notMiss
Crawford,thatIhadbeentooapttodwelonformanymonthspast.（52930）
自分が愛したのは実際のミスクロフォードではなく，想像上の，つまり存在しないミスクロフォ
ードだったのだ，とエドマンドは納得しようとするが，それでもなかなか未練を断ち切れない。物静
かという印象を持たれるファニーは機会を待ち続け，ついに到来した機会をしっかり捕えて自分の意
見をほのめかすのである。
Fanny,nowatlibertytospeakopenly,feltmorethanjustifiedinaddingtohisknowledgeofher
realcharacter,bysomehintofwhatsharehisbrother・sstateofhealthmightbesupposedtohave
inherwishforacompletereconciliation.（531）
ファニーは決して強く意見を述べることはない。あくまでも控えめな様子を装って，しかし確実にエ
ドマンドのマインドセットを解き放つために一番効果的な方法を採ったのだ。ファニーの計算しつく
された言動に，エドマンドは納得せざるを得ない。ファニーの判断は，魔法の鏡のように真実を語る
のである。
自信と勇気，美しさ，したたかさを身に着けたファニーが，エドマンドのこころを得るのに時間は
かからない。サートマスは「野心とお金に支配された結婚にうんざりし，立派な道徳心と性格をま
すます大切に思うようになり，自分に残された家庭的幸福を確実に自分のそばにぎとめておきたい
と思った。」（5456）サートマスはファニーの望み通り，「愛情のない結婚がどんなに不幸で，どん
なに許しがたいことで，どんなに絶望的で，どんなに邪悪なことか」を理解したのである。当初，サ
ートマスはファニーを引き取るに当たり，自分の息子たちと結婚するようなことが起こりえないか
を心配した。ノリス夫人は，きょうだいのように育てられればそのような関係になることは「道徳的
にありえない（・moralyimpossible・,7）」とサートマスを納得させ，ファニーはマンスフィールド
パークに引き取られる。しかし，物語の最後でサートマスの懸念していた息子とファニーの結婚が
実現してしまう。植松氏は，ファニーが「道徳的にありえないこと」を導いたのであり，最も道徳的
といわれているこの作品の結末に，「道徳的にありえない」ことが記され，それを不道徳と非難され
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ることなく祝福される，という皮肉な結果になったと指摘する。12だが，19世紀のイギリスでは，
いとこ同士の結婚は身分ある家庭においてもしばしば行われたことだった。ファニーをバートラム家
に引き取らせることを発案したノリス夫人にしてみれば，「道徳的にありえない」としてサートマ
スの懸念を払拭する必要があった。サートマスの心配の根底には，ファニーの家庭が貧しく階級的
に低いこと，つまりバートラム家と釣り合わないという「野心とお金」に囚われた受け止め方があっ
た。そしてついに，様々な家庭的不幸を経験して，常に正しい判断に基づいた行動をとることができ
るファニーのあり方こそが理想であったことにサートマスは気づかされたのである。ファニーは真
実を語る魔法の鏡の力を発揮して当主サートマスに野心とお金に支配された結婚の愚かさを気づか
せたのである。
本研究は昭和女子大学の研究助成を受けたものである。
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